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第１章 将来都市像                     

１ まちづくりの基本的な考え方 

野田市は、これまでみどり豊かな自然環境や先人がたゆまぬ努力で培ってきた歴史、

文化等を礎に、日々変化し続ける社会経済情勢に対応しながら、教育や福祉の充実、

商業の活性化、都市基盤整備等、市民生活に欠かせない様々な施策に取り組み、発展

してきました。今後もまちづくりを通して、市民の誰もが笑顔と活気に満ち、安全で

安心して暮らせるまちを実現することが求められています。 

しかし、市民を取り巻く社会や環境は、地球温暖化等の深刻化する環境問題、人口

減少や超高齢社会の到来、地域コミュニティの希薄化、産業構造や雇用形態の変化等、

多くの課題を抱えています。 

また、東日本大震災は、暮らしの安全や安心、家族や地域の絆、エネルギー問題等、

様々なことを考え直すきっかけとなりました。 

こうした課題を乗り越えるとともに、これまでのまちづくりの成果を引き継ぎ、野

田市の持続的な発展を実現していくために、改めて、人と人とのつながりや心のバリ

アフリーを大切にしたまちづくりを目指します。また、市民一人一人がまちづくりの

主役となり、支え合いの心を育みながら、誰もが生涯を通じて学ぶことができ、安心

して笑顔で暮らせる自然豊かなまちの実現を目指すことを、まちづくりの基本的な考

え方（基本理念）とします。 

 

２ 将来都市像 

まちづくりの基本理念を踏まえて将来都市像を次のように定めます。 

～人のつながりがまちを変える～ 

みんなでつくる 学びと笑顔あふれる コウノトリも住めるまち 

 
 
 

人のつながりがまち

を変える 

人と人とのつながり、心と心のつながりによる支え合いが地域の絆を

深め、少子高齢化や地域コミュニティの希薄化等の地域課題に対応し

ていくことを表します。 

みんなでつくる 市民が主体となって、まちづくりを進めていくことを表します。 

学びと笑顔あふれる 
教育環境の充実や子育て、高齢者、障がい者等の福祉の充実等により、

市民が安心して暮らせるまちを表します。 

コウノトリも住める

まち 

コウノトリも生息できるほどの豊かな自然環境や田園風景が都市と共

存する野田らしいまちの姿を表します。 
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３ 基本目標 

将来都市像の実現に向けて取り組むべき基本目標として、以下の６項目を設定しま

す。 

 

基本目標１ 自然環境と調和するうるおいのある都市 

基本目標２ 生き生きと健やかに暮らせる都市 

基本目標３ 豊かな心と個性を育む都市 

基本目標４ 安全で利便性の高い快適な都市 

基本目標５ 市民がふれあい協働する都市 

基本目標６ 活力とにぎわいに満ちた都市 

 

  


